
﹇
資
料
紹
介
﹈

森

鷗
外
、
島
﨑
藤
村
、
和
辻
哲
郎
、
安
倍
能
成
の
書
簡

安
田
秀
次
郎
宛
の
五
通

中

田

正

心

目

次

は
じ
め
に

森
鷗
外
の
書
簡

島
﨑
藤
村
の
書
簡

和
辻
哲
郎
の
書
簡

安
倍
能
成
の
書
簡

お
わ
り
に
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は

じ

め

に

森
鷗
外
、
島
﨑

１
）

藤
村
、
和
辻
哲
郎
、
安
倍
能
成
等
か
ら
書
信
を
受
け
た
、
青
森
の
歌
人
安
田
秀
次
郎
に
つ
い
て
叙
述
す
る
に
は
、
筆

者
は
全
く
そ
の
任
に
な
い
。
よ
っ
て
、
こ
こ
で
は
、
書
簡
の
紹
介
の
み
に
つ
い
て
責
務
を
負
う
こ
と
と
す
る
。

安
田
秀
次
郎
、
明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
）
に
青
森
県
北
津
軽
郡
板
柳
村
に
生
ま
れ
て
、
東
奥
義
塾
か
ら
東
京
専
門
学
校
（
現
早
稲

田
大
学
）
に
進
ん
だ
。
卒
業
後
、
郷
里
に
帰
り
、
り
ん
ご
園
を
経
営
す
る
兄
の
も
と
で
、
家
業
に
従
事
し
な
が
ら
、
蛇
苺
と
号
し
、
居

宅
を
苺
庵
と
称
し
て
、
意
欲
的
に
詠
歌
活
動
を
お
こ
な
っ
た
。
が
、
し
か
し
、
大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）
七
月
十
二
日
に
、
昭
和
の

到
来
を
待
た
ず
し
て
病
死
し
た
。
享
年
四
十
八
歳
で
あ

２
）

っ
た
。

安
田
は
は
じ
め
、「
鉄
道
唱
歌
」
の
作
者
大
和
田
建
樹
に
傾
倒
し
た
。
や
が
て
、
佐
佐
木
信
綱
の
機
関
誌
「
心
の
華
」
に
属
し
て
、

歌
人
と
し
て
信
綱
の
認
め
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
そ
れ
で
も
、
そ
の
後
、
雑
誌
「
明
星
」
に
移
り
、
与
謝
野
鉄
幹
・
晶
子
の
指
導
を
受

け
た
。「
明
星
」
の
廃
刊
に
と
も
な
い
、
雑
誌
「
ス
バ
ル
」
に
変
わ
っ
た
が
、
こ
こ
で
は
然
し
た
る
実
績
を
あ
げ
る
こ
と
も
無
く
、
故

山
の
「
東
奥
日
報
」
を
活
躍
の
舞
台
と
し
た
。

安
田
は
、
大
和
田
を
板
柳
に
招
い
て
講
習
会
を
開
催

３
）

し
た
。
そ
れ
に
ま
た
、
与
謝
野
鉄
幹
と
晶
子
を
板
柳
に
招
請
し
て
、
歌
会
や
講

習
会
を
催

４
）

し
た
。

ま
た
、
夏
目

５
）

漱
石
や
和
辻
哲
郎
と
交
信
を
し
た
り
、
安
倍

６
）

能
成
な
ど
の
中
央
の
文
化
人
を
板
柳
に
招
聘
し
て
講
演
会
を
行
う
な
ど
、

地
域
社
会
に
対
す
る
文
化
啓
蒙
活
動
に
も
熱
心
で
あ
っ
た
。

(）2  157



森

鷗
外
の
書
簡

明
治
四
十
三
年
十
二
月
二
十
五
日
）

【
は
が
き
】
サ
イ
ズ
…
縦
十
四
・
一
セ
ン
チ
、
横
八
・
九
セ
ン
チ

表
書
き

消
印
・
駒
込
局

43．12．26

板
柳
局

43．12．27

青
森
県
北
津
軽
板
柳
村

安
田
秀
次
郎

様

裏
書
き林

檎
は
永
井
荷
風
様
よ
り

た
し
か

御
受
取
申
上
候
見
事

な
る
品
難
有
御
礼
申
上
候

十
二
月
二
十
五
日

本
郷
区
駒
込
千
駄
木
町
二
十
一

森

林
太
郎
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島
﨑
藤
村
の
書
簡

大
正
三
年
正
月
十
四
日
）

【
絵
は
が
き
】
サ
イ
ズ
…
縦
八
・
九
セ
ン
チ
、
横
十
四
セ
ン
チ

P
a
ris

の
消
印
・1914．1．4

表
書
き

V
ia S

ib
erie
 

M
o
u
sieu

r Y
a
su
d
a
.

A
o
m
o
ri

 
J
a
p
o
n
.

日
本
、
青
森
県
、
津
軽
郡

板
柳安

田
秀
次
郎

様行

御
手
紙

よ
れ
ば
御
地
産
の
品

御
心

か
け
ら
れ

ざ

小
包

て
御

送
り
下
さ
れ
し
よ
し

つ
か
し
き
賜

物

接
す
る
の
日
も
近
き

あ
ら
ん
と

楽
み
居
り
申
候

(）4  155



大
正
三
年
正
月
十
四
日

仏
国
巴
里

ポ
オ
ル
、
ロ
ワ
イ

ア
ル
の
宿

て

島

﨑

生
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裏
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き

遠
き
旅
の
紀
念
と
し
て
こ
の
葉
書
御
納
め
御
下
度
候



島
﨑
藤
村
の
書
簡

大
正
三
年
二
月
四
日
）

【
封

書
】

《
封
筒
》
サ
イ
ズ
…
縦
九
・
八
セ
ン
チ
、
横
十
四
・
三
セ
ン
チ

P
a
ris

の
消
印

1914．2．4

青
森
・
板
柳
消
印

3．2．22

表
書
き

V
ia S

ib
erie.

M
o
u
sieu

r H
.Y
a
su
d
a
.

A
o
m
o
ri.

J
a
p
o
n
.

日
本
、
青
森
県

津
軽
郡
、
板
柳

安
田
秀
二
郎

様
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裏
書
き

仏
国
巴
里

て

島
﨑
春
樹

《
便
箋
》
サ
イ
ズ
…
縦
十
八
セ
ン
チ
、
横
二
十

六
・
五
セ
ン
チ

便
箋
は
両
面
を
用
い
た
一
枚
。
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C
h
ez M

a
d
a
m
e S

im
o
n
et,

86,
B
o
u
lev
a
rd P

o
rt R

o
y
a
l,

P
a
ris.

安
田
秀
二
郎

様

数
日
間
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
気
味

て
臥
床
し
て

居
り
ま
し

為
こ
の
手
紙
を
差
上
げ
る
の
も
甚

延
引
し
ま
し

先
づ
そ
の
御
詫
よ
り
申
上
ま
す

先
日
は
実

め
づ
ら
し
き
品

ー
羊
羹
、

す
ゞ
こ
粕
漬
、
鯛
味
噌
、
ウ
ニ
、
数

小
包

て

御
恵
贈
下
さ
れ
御
心
つ
か
ひ
の

ど
厚
く

御
礼
申
上
ま
す
遠
い
と
こ
ろ
を

ざ

御
送
り

下
す
つ

あ
の
箱
の
中
よ
り
さ
ま
〴
〵
の
味
の
も
の
を

取
出
し
ま
し

時
は
忘
れ
難
き
故
郷
の
香
を

か
ぐ
心
地

が
致
し
ま
し

殊

ウ
ニ
は
小
生

好
物

(）8  151



の
品

御
蔭

て
旅
の
憂
さ
を
忘
れ
ま
す

あ
る
日
こ
こ
の
食
堂
へ
も
頂
戴
せ
し
ウ
ニ
を
持
つ
て

参
り
露
西
亜
や
独
逸
か
ら
勉
強

来
て
居
る

同
宿
の
年
若
き
欧
羅
巴
人
の
客

も
振
舞
ひ
ま
し

中

は
こ
れ
は
実

エ
キ
ゾ
オ
チ
ッ
ク

と
は
思
へ
ど
も
何
分

も
吾

は
細
い
と
こ
ろ
ま
で
賞
味
す
る
こ
と

出
来

く
て
残
念

ぞ
と
申
し
居
り
ま
し

二
月
に
入
り
ま
し
て
か
ら
当
地
も
寒
気
ゆ
る
み

好
き
天
気

続
い
て
居
ま
す

志

ら
く
朝
日

へ
の
通
信
も
休
み
ま
し

ま

書
送
つ
て
当
地

の
模
様

ど
読
ん
で
頂
か
う
と
思
つ
て
居
ま
す

巴
里
の
客

て

二
月
三
日

島
﨑
春
樹
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和
辻
哲
郎
の
書
簡

大
正
四
年
十
一
月
十
九
日
）

【
封
書
】

《
封
筒
》
サ
イ
ズ
…
縦
十
五
・
三
セ
ン
チ
、
横
十
セ
ン
チ

消
印
・
東
京
神
戸
間

4．11．20

青
森
板
柳

4．11．22

表
書
き

青
森
県
北
津
軽
郡
板
柳
村

安
田
秀
二
郎

様

裏
書
き

神
奈
川
県
藤
沢
町

鵠
沼

十
一
月
十
九
日

和
辻
哲
郎

( ）10  149



《
便
箋
》
洋
紙
二
張

縦
一
九
・
六
セ
ン
チ

横
二
七
セ
ン
チ

お
手
紙
と
美
し
い
林
檎
と
が
昨
日
届
き
ま
し
た
。
わ
ざ
〳
〵
お
手
数

を
掛
け
て
御
送
り
下
す
っ
た
御
好
意
を
厚
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

殊

あ
の
や
う

見
事

林
檎
は
当
地
で
は
仲
々
手
に
は
い
り
ま

せ
ん
。
林
檎
は
大
好
物
で
す
か
ら
一
層
嬉
し
う
御
座
い
ま
し
た
。

私
は
こ
の
月
の
は
じ
め
か
ら
激
烈

腹
カ
タ
ル
を
患
っ
て
半
月
あ
ま

り
寝
て
居
り
ま
し
た
。
や
っ
と
一
昨
日
あ
た
り
か
ら
少
し
づ
ヽ
起
き
て
ゐ

ら
れ
る
や
う
に

り
ま
し
た
。
回
復
期
の
せ
い
か
、
食
べ
る
も
の
が
非

常

甘
い
の
で
す
。
昨
日
も
頂
い
た
林
檎
を
煮
て
貰
っ
て
食

べ
ま
し
た
。
何
と
も
云
へ
ぬ
好
い
味
で
し
た
。

御
地
は
ど
の
辺
だ
か
一
寸
見
当
が
つ
き
ま
せ
ぬ
が
、
林
檎
畑

ど
の

打
ち
続
い
て
ゐ
る
所
を
想
像
し
ま
す
と
、
何
と

く
新
鮮

気
持
の
す

る
土
地
の
や
う
に
思
は
れ
ま
す
。
さ
う
い
ふ
所
で

大
地
に
親
し
み

が
ら

生
の
問
題

沈
潜
し
て
居
ら
れ
る
御
生
活
が
大
変

つ
か
し
く
思
は
れ
ま

す
。
私
は
中
国
の
田
舎
に
生
れ
た
も
の
で
、
田
や
畑
や
農
夫

ど
と
か

り

親
し
み
の
あ
る
も
の
で
す
。
ト
ル
ス
ト
イ
の
も
の
を
読
む
時

ど

は
、

具
体
的

い
ろ
〳
〵

反
省
を
促
さ
れ
ま
す
。
地
を
耕
す
生
活
が
、
語
学
の
知
識

の
切
売
を
し
た
り
、
蕩
楽
の
代
償
と
し
て
歓
迎
せ
ら
れ
る
文

よ
っ
て
糧
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を
得
た
り
す
る
生
活
よ
り
、
ど
れ
ほ
ど
真
実
で
あ
る
か
解
ら

い
と
思
ひ
ま

す
。
都
会
の
生
活
は
、
ウ
ッ
カ
リ
し
て
ゐ
る
と
、き
っ
と

ッ
面
ば
か
り

の
生
活
に

る
や
う
に
思
へ
ま
す
。
勿
論
し
っ
か
り
し
て
ゐ
る
人
た
ち

は
そ
ん

事
は

い
で
せ
う
け
れ
ど
。

私
は
こ
の
夏
か
ら
鵠
沼
の
田
舎
へ
引
込
ん
で
居
り
ま
す
。
避
暑
地
と
し
て
の

鵠
沼
か
ら
は
半
里
ほ
ど
巨
っ
た
、
近

の

い
淋
し
い
所
で
す
。
豆
腐
屋

へ
も
半
里
位
は
あ
り
ま
す
。
東
京
へ
は
週

一
度
か
二
度
出
ま
す
が
、
何
と

く
東
京
と
は
他
人

っ
た
様

感
じ
ま
す
。

私
の
作
物

御
注
意
下
さ
る
の
は
嬉
し
う
御
座
い
ま
す
。
何
か

お
感
じ
に

っ
た
事
を
御
忠
告
下
さ
れ
ば
仕
合
せ
で
す
。
私
は
自
分
の

意
欲
す
る
所
と
実
現
し
得
た
所
と
が
あ
ま
り
に
巨
っ
て
居
る
の
で
、
ひ
ど
く
苦

し
ん
で
居
り
ま
す
。
私
は
力
一
杯
に
努
力
し
て
ゐ
る
の
で
す
が
、

力

が
足
り

い
の
で
す
。

私
は
貴
兄
が
生
の
厳
粛
か
ら
眼
を
背
け
ず
に

突
き
進
ま
れ
る
こ
と
を

祈
り
ま
す
。
そ
し
て
貴
兄
の
運
命
の
大
き
く
高
く
開
け
る
事
を
祈
り
ま
す
。

御
礼

旁

右
迄

相
州
鵠
沼

て

十
九
日
朝

哲

郎

安
田
秀
二
郎

様
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安
倍
能
成
の
書
簡

大
正
十
四
年
九
月
二
十
八
日
）

【
絵
は
が
き
】
サ
イ
ズ
…
縦
九
・
一
セ
ン
チ
、
横
十
四
セ
ン
チ

消
印
・Z

u
rich

1925．1．28

《
表
書
き
》

V
ia S

ib
eria

 
H
erru H

.Y
a
su
d
a

 
A
o
m
o
rik
en

 
T
o
k
y
o

青
森
県
北
津
軽
郡

板
柳
町

安
田
秀
二
郎

様

大
正
十
四
年
九
月
二
十
八
日

瑞
西
ツ
ュ
ー
リ
ヒ

て

安
倍
能
成

そ
の
後
御
変
も
あ
り
ま
せ
ん
か
。
小
生

八
月
初
か
ら
又
旅
中
旅

出
か
け
て
、
八
月
一
ぱ
い
は
ス
カ
ン
デ
ィ
ナ
ヴ
ィ
ア
の
自
然
に
親
み
、

そ
れ
か
ら
ハ
ム
ブ
ル
ヒ
、
ド
レ
ス
デ
ン
、
プ
ラ
ー
ク
、
ヴ
ィ
ー
ン
、
ブ
ダ
ペ
ス
ト

を
見
て
、
今
朝
こ
の
美
し
い
湖
辺
の
町

つ
き
ま
し
た
。
前
か
ら

気
に

っ
て
ゐ

７
）

た
御
地
の
み
の
時
計
を
早
速
か
ひ
に
行
き
ま
し

た
。
形
も

８
）

刻
の
字
も
御
気
に
入
る
か
ど
ふ
か
は
分
り
ま
せ
ん
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が
、
私
は
趣
味
も
粗
雑
で
あ
り
、
殊
に
買
物
と
き
て
は

面
倒
で
は
や
く
店
を
出
た
く

る
様

人
間
で
す
。
そ
れ
が

努
め
て
か
っ
た
の
だ
と
い
ふ
こ
と
で
凡
て
は
御
許
し
を
願
ハ
ね
バ
な
り

ま
せ
ん
。
そ
の
時
計
を
か
っ
た
町
を
御
紹
介
す
る
為
に
こ
の
は
が

二
月
始
に
は
日
本
に
帰
る
筈
で
す
。

を
し
た
ゝ
め
ま
し
た
。

《
裏
面
》

Z
u
rich

の
市
街
の
遠
望
の
写
真

( ）14  145



お

わ

り

に

安
田
秀
次
郎
の
次
男
は
、
今
は
亡
き
佐
藤
陽
吉
（
独
往
）
氏
で
あ
る
。
そ
の
御
令
閨
の
佐
藤
都
茂
子
（
慧
珍
）
女
史
が
、
現
在
、
秀

次
郎
宛
の
書
状
等
を
所
蔵
保
管
を
な
さ
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
。
こ
の
度
、
そ
の
中
か
ら
、
五
通
の
書
簡
を
公
に
す
る
こ
と
を
お
許
し
く

だ
さ
っ
た
。

ま
た
、
本
学
図
書
館
事
務
課
主
任
中
村
君
枝
女
士
に
は
、
安
田
秀
次
郎
に
関
す
る
資
料
の
猟
渉
に
多
大
な
ご
尽
力
を
賜
っ
た
。

こ
こ
に
、
衷
心
よ
り
謹
ん
で
、
ご
両
人
に
厚
く
御
礼
申
上
げ
る
次
第
。

〔
註
〕

１
）

藤
村
自
身
が
「
島
﨑・
」
と
署
名
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
﨑
」
を
用
い
た
。

２
）

工
藤
大
成
の
歌
集
『
楓
村
集
』
冬
柏
発
行
、
昭
和
八
年
、
三
頁
。
与
謝
野
寛
の
本
名
で
序
文
を
寄
せ
て
、「
突
如
と
し
て
安
田
君
が
没
せ

ら
れ
た
時
、
自
分
達
夫
婦
は
愴
然
と
し
て
さ
な
が
ら
弟
の
一
人
を
失
っ
た
如
く
に
哀
惜
し
た
」。
ま
た
、
こ
の
歌
集
の
一
五
五
｜
一
六
〇
頁
。

与
謝
野
寛
は
「
涕
涙
集
」
と
題
し
て
、「
大
正
十
五
年
七
月
十
二
日
、
安
田
秀
次
郎
君
に
は
か
に
病
み
て
み
ま
か
り
し
を
悼
み
て
」
十
九
首
が

あ
る
。

俄
か
に
も
君
病
む
と
聞
き
馳
せ
ゆ
け
ば
三
人
（
み
た
り
）
の
医
師
（
く
す
し
）
か
ほ
曇
り
ゐ
る

た
だ
ひ
と
日
逢
は
ざ
り
し

に
か
く
ば
か
り
面
（
お
も
）
や
つ
れ
せ
し
君
を
見
る
か
な

打
つ
脈
の
あ
る
か
無
き
か
に
お
と
ろ
へ
て
注
射
も
今
は
君
に
か
ひ
無
し

せ
ん
や
う
も
無
げ
な
る
医
師
の
私
語
（
さ
さ
や
き
）
を
聞
く
に
涙
の
た
だ
落
ち
に
落
つ

目
を
閉
づ
る
今
は
の
き
は
も
わ
が
友
の
心
は
常
に
か
は
ら
ざ
り
け
り

事
深
く
悟
り
き
は
め
し
君
な
れ
ば
遺
す
言
葉
も
家
に
及
ば
ず

病
み
た
ま
ふ
た
よ
り
を
受
け
て
帰
れ
ど
も
臨
終
（
い
ま
は
）
に
逢
は
ず
君
が
一
（
い
ち
）
の
子
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息
絶
え
し
君
が
枕
に
す
す
り
泣
く
太
郎
の
君
を
見
る
に
堪
へ
ん
や

再
び
は
手
に
し
が
た
し
と
涙
ぐ
む
夫
人
の
膝
の
君
の
ま
ご
ろ
も

君
な
く
て
に
は
か
に
暗
き
世
に
残
る
わ
が
寂
し
さ
を
誰
れ
と
語
ら
ん

相
共
に
羅
漢
柏
（
ひ
ば
）
の
美
山
（
み
や
ま
）
を
分
け
し
君
六
日
の
後
に
す
で
に
世
の
外
（
ほ
か
）

こ
の
秋
は
甲
田
の
山
の
花
見
ん
と
契
り
し
こ
と
も
一
昨
日
（
を
と
と
ひ
）
に
し
て

み
柩
を
守
り
て
あ
れ
ば
夏
の
夜
の
い
と
哀
れ
に
も
白
み
わ
た
れ
る

君
は
今
久
遠
（
く
を
ん
）
の
空
に
昇
る
ら
し
火
屋
（
ほ
や
）
を
出
づ
れ
ば
白
き
雲
た
つ

我
が
里
に
秀
で
し
人
を
失
ひ
ぬ
唯
だ
わ
た
く
し
に
な
げ
く
の
み
か
は

な
つ
か
し
き
も
の
と
は
な
り
ぬ
永
遠
（
と
こ
と
は
）
に
君
が
眠
れ
る
奥
津
城
（
お
く
つ
き
）
ど
こ
ろ

入
相
の
鐘
の
ひ
び
き
に
う
な
だ
れ
ぬ
君
が
め
で
つ
る
白
百
合
の
花

苺
庵
（
い
ち
ご
あ
ん
）
訪
へ
ど
寂
し
や
君
は
無
し
薔
薇
白
百
合
の
花
は
咲
け
ど
も

死
か
夢
か
か
な
し
み
ま
ど
ふ

も
あ
ら
ず
三
七
日
（
み
な
ぬ
か
）
と
さ
へ
な
り
に
け
る
か
な

３
）

青
山

栄
編
『
板
柳
町
史
』
津
軽
書
房
、
昭
和
六
十
年
十
二
月
、
一
六
四
頁
｜
一
六
五
頁
。

明
治
三
十
六
年
八
月
に
は
、
国
文
学
者
・
詩
人
の
大
和
田
建
樹
が
、
安
田
秀
次
郎
・
工
藤
大
成
・
坂
本
元
太
郎
・
松
山
鉄
三
郎
ら
に
迎
え

ら
れ
て
来
板
し
た
。
昼
は
板
柳
小
学
校
講
堂
で
講
演
を
行
い
、
夜
は
有
志
の
た
め
に
歌
会
や
謡
曲
会
を
開
き
、
安
田
秀
次
郎
宅
へ
二
泊
の
後
、

岩
本
山
神
社
へ
参
拝
、
浅
虫
に
一
泊
し
て
帰
京
し
た
が
、
旧
板
柳
小
学
校
校
歌
は
当
時
の
作
で
あ
る
」。

４
）

同
書
、
一
六
八
｜
一
七
〇
頁
。「
大
正
十
四
年
八
月
に
は
、
与
謝
野
鉄
幹
、
晶
子
夫
妻
が
旧
友
で
あ
っ
た
安
田
秀
次
郎
を
訪
問
し
た
。
こ

の
時
松
山
鉄
三
郎
宅
に
五
日
間
滞
在
し
、
万
葉
集
と
源
氏
物
語
の
講
習
会
を
開
き
、
多
大
の
感
銘
を
与
え
た
」。

前
掲
書
『
楓
村
集
』
二
頁
。
与
謝
野
寛
自
身
は
序
文
で
、「
先
生
（
工
藤
大
成＝

註
筆
者
）
の
知
を
自
分
の
辱
く
し
た
の
は
、
大
正
十
四
年

の
九
月
、
妻
と
共
に
十
和
田
湖
を
経
て
津
軽
に
遊
び
、
板
柳
町
の
旧
友
安
田
秀
次
郎
君
外
諸
氏
に
迎
へ
ら
れ
て
、
松
山
鉄
次ママ
郎
氏
の
お
宅
に
滞

在
し
た
時
が
初
め
で
あ
っ
た
」
と
、
板
柳
訪
問
が
九
月
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。

新
間
進
一
「
与
謝
野
晶
子
」（『
國
文
學
』、「
近
代
作
家
年
譜
集
成
」、
昭
和
五
十
八
年
四
月
臨
時
増
刊
号
）、
學
燈
社
、
四
十
八
頁
。
大
正
十

四
年
（
一
九
二
五
）
の
項
に
、「
九
月
、
東
北
旅
行
」
と
、
同
じ
く
九
月
と
し
て
い
る
。
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青
山

栄
・
工
藤
国
幹
・
舘
岡
一
郎
『
町
を
築
い
た
人
び
と
』
板
柳
町
教
育
委
員
会
、
昭
和
六
三
年
三
月
、
一
〇
八
頁
｜
一
〇
九
頁
。
舘
岡

一
郎
「
一
流
文
化
人
を
招
へ
い
｜
文
化
の
町
の
基
礎
を
築
く
｜
」
も
、
前
掲
書
『
板
柳
町
史
』
の
文
を
用
い
て
い
る
。

５
）

夏
目
漱
石
か
ら
、
安
田
秀
次
郎
に
発
信
し
た
書
簡
五
通
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。『
漱
石
全
集
』
岩
波
書
店
十
七
巻
版
、
第
十
四
巻
の
九

三
八
・
明
治
四
十
一
年
四
月
十
七
日
付
、
九
三
九
・
明
治
四
十
一
年
四
月
十
九
日
付
。
第
十
五
巻
の
一
二
九
一
・
明
治
四
十
四
年
三
月
十
六

日
、
一
四
四
四
・
明
治
四
十
五
年
四
月
二
十
五
日
付
、
一
四
四
七
・
明
治
四
十
五
年
四
月
二
十
八
日
付
。

６
）

安
倍
能
成
『
山
中
雑
記
』
岩
波
書
店
、
昭
和
十
年
（
第
三
刷
）、
二
三
三
｜
二
三
六
頁
。

旅
信

五
に
「
奥
羽
線
に
乗
り
換
へ
て
淋
し
い
川
部
の
駅
に
下
り
た
の
は
午
後
の
三
時
半
頃
で
あ
っ
た
。
Ｙ
君
に
迎
へ
ら
れ
て
、
そ﹅
ば﹅
え﹅

降
る
中
を
荷
馬
車
に
痛
め
ら
れ
た
道
に
車
の
歩
み
は
遅
か
っ
た
。（
中
略
）
Ｙ
君
の
家
も
や
つ
ぱ
り
だ
だ
つ
ぴ
ろ
い
、
東
北
ら
し
い
感
じ
の
す

る
家
の
一
つ
で
あ
つ
た
。
こ
こ
に
は
一
週
間
余
も
居
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ら
う
」（
大
正
四
年
八
月
十
日
夜
陸
奥
板
柳
に
て
）

こ
こ
の
「
Ｙ
君
」
は
、
安
田
秀
次
郎
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
か
ろ
う
。

次
の
、

津
軽
半
島
よ
り

の
冒
頭
は
、〞
大
正
四
年
八
月
十
五
日
、
奥
州
板
柳
よ
り
〝
で
あ
る
。〞
同
八
月
十
九
日
夜
、
北
津
軽
郡
中
里
村

よ
り
〝「
今
日
朝
九
時
い
よ
い
よ
板
柳
を
立
つ
て
、
御
所
河
原
と
い
ふ
町
ま
で
四
里
の
間
徒
歩
、
五
里
を
例
の
ガ
タ
馬
車
で
四
時
頃
に
こ
こ
へ

著
い
た
」。

安
倍
能
成
が
板
柳
に
、
八
月
十
日
か
ら
十
八
日
ま
で
九
泊
し
た
中
で
、
安
田
秀
次
郎
宅
に
は
、
板
柳
到
着
の
当
夜
だ
け
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
安
田
秀
次
郎
の
熱
心
さ
か
ら
見
て
、
彼
は
安
倍
能
成
に
数
泊
を
す
す
め
、
そ
の
よ
う
に
、
も
て
成
し
た
と
お
も
わ
れ
る
。
し
か
し
、
今
、

机
上
に
は
左
の
書
物
の
み
に
て
、
遺
憾
と
す
る
。

青
山

栄
編

前
掲
書
、
一
六
七
頁
。「
明
治
四
十
三
年
十
月
に
は
、
作
家
の
徳
富
蘆
花
が
北
海
道
漫
遊
の
帰
途
、
安
田
秀
次
郎
宅
を
訪
問

し
た
。
リ
ン
ゴ
の
秋
を
賞
観
し
、
一
夜
有
志
一
同
と
懇
談
会
開
き
、
一
泊
し
て
翌
日
帰
京
し
て
い
る
」。〞
蘆
花
〝
の
時
は
、
徳
冨・
で
あ
る
。

伊
藤
整
「
第
十
一
章

徳
富
健
次
郎
と
前
田
河
広
一
郎
」（『
日
本
文
檀
史
９
・
日
露
戦
後
の
新
文
学
』）、
講
談
社
、
一
九
九
六
年
、
一
八
五

頁
。明

治
三
十
九
年
に
入
っ
て
、「
新
紀
元
」
の
石
川
三
四
郎
宛
の
書
簡
で
「
小
生
は
堺
兄
に
倣
ふ
て
『
蘆
花
生
』
の
号
を
廃
め
た
り
。
今
後
は

徳
富
健
次
郎
を
以
て
す
べ
て
の
場
合
に
御
呼
び
被
下
度
候
」。

徳
富
蘆
花
年
譜
」（『
泉
鏡
花

徳
富
蘆
花
集
』（
一
）

現
代
日
本
文
学
全
集
９
）、
筑
摩
書
房
版
、
昭
和
四
十
二
年
、
四
三
〇
頁
。
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明
治
四
十
三
年
九
月
、
関
寛
翁
を
訪
う
べ
く
、
夫
人
及
び
鶴
子
を
伴
い
、
北
海
道
に
旅
す
」。
な
お
、
徳
富
健
次
郎
が
板
柳
を
訪
ね
た
の

が
、
北
海
道
か
ら
の
帰
路
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
明
治
四
十
三
年
で
、〞
蘆
花
〝
の
雅
号
を
や
め
た
後
で
あ
る
。

青
山

栄
編
同
書
「
そ
の
翌
年
八
月
に
は
、
評
論
家
・
哲
学
者
・
教
育
者
と
し
て
有
名
な
安
倍
能
成
が
、
安
田
秀
次
郎
・
工
藤
大
成
・
松
山

鉄
三
郎
・
坂
本
元
太
郎
ら
に
招
か
れ
来
板
し
た
。
こ
の
時
、
板
柳
小
学
校
講
堂
で
一
週
間
に
わ
た
っ
て
哲
学
講
習
会
を
開
き
、
松
山
鉄
三
郎
宅

に
十
日
間
滞
在
し
た
。
こ
の
講
習
会
に
は
、
県
内
各
地
か
ら
、
聴
講
者
が
集
ま
り
百
数
十
名
に
も
の
ぼ
っ
た
と
い
う
」。

前
に
見
た
よ
う
に
、
安
倍
能
成
は
十
日
か
ら
十
八
日
ま
で
九
泊
し
、
十
九
日
の
朝
に
、
板
柳
を
離
れ
て
い
る
。
そ
れ
で
も
、「
十
日
間
滞
在
」

に
合
わ
せ
る
と
し
て
、
十
日
、
到
着
の
夕
食
を
松
山
宅
が
饗
応
し
た
と
し
て
も
、
日
数
に
無
理
が
あ
る
。

代
表
者
奈
良
岡
雄
康
『
わ
が
板
小
｜
創
立
百
周
年
記
念
誌
』
昭
和
四
十
八
年
十
一
月
、
二
十
四
頁
。
青
山

栄
「
老
ゆ
る
ま
で
い
と
ま
無
か

り
し
｜
教
育
・
文
化
の
パ
イ
オ
ニ
ア
工
藤
大
成
先
生
｜
」
の
一
節
に
、「
四
十
四
年
八
月
に
は
安
倍
能
成
を
迎
え
た
。
こ
の
時
は
板
小
講
堂
で

一
週
間
の
哲
学
講
習
会
を
開
い
て
い
る
。
県
内
各
地
か
ら
の
聴
講
者
数
百
十
数
名
に
の
ぼ
り
、
森
田
重
次
郎
（
前
代
議
士
）
な
ど
、
真
先
に
馳ママ

け
つ
け
た
ひ
と
り
で
あ
っ
た
。
森
田
先
生
は
、
板
柳
と
い
う
と
こ
ろ
は
昔
か
ら
文
化
的
な
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
と
往
時
を
感
慨
深
げ
に
語
っ
て
い

る
」。清

藤
碌
郎
『
津
軽
文
士
群
』
講
談
社
、
昭
和
五
十
四
年
、
一
八
一
頁
。

明
治
三
十
九
年
に
、
俳
人
河
東
碧
梧
桐
が
、
東
北
行
脚
の
途
中
こ
こ
に
立
ち
寄
っ
て
お
り
、
大
正
十
四
年
に
は
、
与
謝
野
寛
・
晶
子
夫
妻

が
、
板
柳
の
有
名
な
林
檎
園
主
安
田
家
の
息
子
で
歌
人
で
も
あ
る
安
田
秀
次
郎
の
招
き
で
滞
在
し
た
。
豪
商
松
山
家
の
招
き
で
、
古
く
は
大
和

田
建
樹
、
徳
富ママ
蘆
花
、
阿ママ
倍
能
成
な
ど
が
こ
こ
を
訪
れ
て
い
て
、
板
柳
は
文
士
と
の
か
か
わ
り
の
多
い
と
こ
ろ
で
あ
る
」。
大
和
田
建
樹
・
徳

富
健
次
郎
と
も
に
安
田
秀
次
郎
が
招
き
、
宿
や
信
や
次
と
饗
宴
を
も
っ
て
も
て
な
し
て
い
る
わ
け
で
、
こ
の
記
述
は
未
整
理
で
、
誤
解
を
招
き

や
す
い
。

７
）

こ
こ
は
、
用
法
上
「
此・
地
」
で
あ
ろ
う
が
、
文
中
の
他
の
箇
所
の
文
字
と
照
合
す
る
と
、
ど
う
し
て
も
「
御・
地
」
と
判
読
を
せ
ざ
る
を
え

な
い
。

８
）

不
詳
。
仮
に
「

刻
」
と
し
て
お
く
。
年
配
の
時
計
職
人
三
人
、
そ
れ
に
、
セ
イ
コ
ー
博
物
館
に
確
か
め
た
と
こ
ろ
、
文
字
盤
を
「
ク
ロ

エ
ト
」
や
「
シ
ロ
エ
ト
」、
ま
た
、「
ダ
イ
ヤ
ル
」
と
呼
称
す
る
と
い
う
。
し
か
し
、
こ
の
二
字
は
、
こ
れ
ら
に
は
該
当
し
な
い
。
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